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応し ， スイッチリ ー ク・ーが次のプ レーボタンを押すまでむだな時聞を~やすという具合に，全児童が自
分のベースで学習を進めることを困難にしている。 事実 ，昨年度行必ったシート学留の実態調査でも，



























81 82 83 r車帝刺1リj激S町1が ，教材材'M1を媒介として提示される。それに対する反応がRlで
M川|ぷ必I;(rJい仇 あ抗る。 R1は，現膿実に叫はR払1r1H lrrH川11....とh吋うよれうにd多附反臨応とιして吋あらMわ，1γ'1;' 
R1 守R2 R3 秒とすれば， R1〆，はK1秒 ，RlピfIはK2没和砂秒t、..….日というように，反応時間がちがう丸。
刺激 S2 は，反応Rlを受けて ，教材M2 を媒介として提示される。このように
























(佐官 < ) 
5人の児童ーが 1台のγ
-r式磁気録音機を使用
四〕 C2 〉EE 若手よりもすぐれているグ4フイー内クドループ〉と同
(網<) 
Cs 争 I ~ Q; I 
(開く)












とめる。強化の提示がすむと(チャイムの者 1回が合図)，@はただちにスト y プポタ Yを押して機材
を止める。各自が円己の反応給条を県日時に滋認し，修正し，フィードパックを行なう。そして，全員が
フィーやミァクを成し終えたときにEtWプレーポタンを押す。現Hのスナージ(Jj刺激が提示される。 -



















か成宥を中心問題としてMたのに対して， i正砲にJ i阜 <Jできるという速さのファク ターの重要性




(め シート学習における学習過程を ，刺激(S )・反応(R)・強化(Rf)およびフィ ー ドパァク(F)
の4つに区分し，それぞれの所要時間をシート別，群別に集計した結呆に基づいて ，
ア I若手， I群における学習時間には，どのような差異がみられるかを ，主として ，フレームの学
習内容別(新出問題，練習問題i主分ける)から考察するυ



























必 51 1 異分母のたし算 ステージ鍛 14 
A6:512 異分母のひき5i[ ステージ数 14 
Aa. 5 1 3 異分母のたし算ひき貫 ステージ数 12 
必 514 かっこのある介役のたし算ひ合算 ステージ
数 13 
0 期日 昭和 4 1 年?月~1 1月
d 手続
群別 児童 Q) ¥2i @ 
@尉 5 D 37 45 
B干ー C2鮪 4 5 Eι 37 
Cs開 3日 24 35 
⑪開 54 50 55 
五世宇 C5白 44 49 45 
C6 開 44 35 41 
白Q) 田中8式知能検査高学年用
(め教研式算数学力検査(Ei形式)
















































































①よ+上=日①よ+上ヨ③]=己3 '9 1 I ~ 5 ' 10 I I ~ 4 8 
一1+ー2の計算3 ' 5 
3 1 いちばん小さい共通の分母 C I 
H -g己+日=日
①よ+上=日②iι円①日=ヨ2 ' 3 -1 1 '= 4 I 5 -1 1 ¥v 7' 9 
一3一十 5ーの計算4 I 6 
51 い叫ん小さい共通の分母 l ⑦ 
け=己十日=日=己
①ム人口②ユ十丘三口① ιJ-己6'9-1 1'= 10 '15 12 ' 16 
レー ーーー 」ーーーーー
フレ ステ 問 題 録 コ日包二 内 H廿~ て'7.10. ー グ
1 (1) ⑦ このシートでは分母のちがう分数のたし算のしかたを勉強しましょう。 j

































Ir>o V V 
間| 共通な分母は 15です。v













分母が同じですから，分子どうしをたして分子にします。エは子~ -CTo V I 
4のわ〈を計算して答えを書きなさIr>oV V 












俗)I みんな仮分動こなりますから帯分数になおします。答えは 1番は 1村， 2 






















41① ?-t=日 5 与す=日 ?
ー-
「?? ? ?















引いた答えにあたりますね。 図 1では図を 5つにわけていますから， 11百は
白L走になるため答えがはっきりしまぜん。それで市も1，l，走にならないよ
うにわける線をつけたしたのは図 2です。アの口をうめなさ'v>oVV









2 I (6) 1 0)ベ~ I 2のわくの計算を別の紙でして，答えを書きなさ同VV
搭)1 滋分してしましたね。答えは T挙が士， 2番吋， 3番が九つまりすです。
3挙の答えは約分を忘れてはいけませ八均V


































→ 2上2 =2口4 ⑦ 
5口@
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山中|←亡] ① 必 5ユ=口9 . ~ 1 2 
4ムー 2~ の計算6 ~ 8 
ルjさ何分母J二コ
ι--zt=も白-込日=L白一弘日五口
S l' 3 
i61① 7す-3世=口 -16五一|市=己 1 
-1 0ー












4 I (7) I (lX2) 
臨}
5 I (8) I⑦ 










問じこと を言 I'~[でやり ましょ う。 7 とイの仁コをうめなさい。vv








アは 10になりますね。ではイとウを分母が 10の分数でせfき ，エをうめな
さ'-^oV V 














エは詩， ォは詩 ，カは帝分数 1誌です。V
6 I (12) I <W2) I では.5のわくを見なおし，そのしかたにならい .6のわぐの計算を別の紙
にして答えをfEきなさ凡VV
I ._ ~ . _? _. ._10 ト
俗)1 1番の答えは 3~台，これは 5 ーを約分したものです。 Vr ;;o--，_.，~ . ~ ~I-"':'~ 15 ~"'_" .I _'-""'-- - "'''''v 
I I I 俗¥1 2番の答えは帯分数 4誌ですc

















ドーのたし算，ひき算ては， 3つの加@「「 ; 
;して計算 Lます。そし三笠苧t恒三三ると きは@[--j ~ 


















アは 12です。五つの分母:3. 4 ， 1 2のどれのも倍数であってしかも凶ち
ばん小さν噌数は何かと考えて求めるのです。V






















3 I (9) I⑦ I .3のわ〈ではかっとのある計算のしかたを勉強しましょう。計算するときま
ず通分しますねo "7の 口をうめなさ同vv
悠:)1 iは36です。V
!1m I (O...@ I では， 5 6を分母にした分数をイ， ? ，ヱの口に害きなさV>oVV 
俗)1イはすt，ウは古，エは誌です。V





i二 l 4のわ〈の計算をして答えを書きなさ出。VV5 . 29 2与えは ，帯分数2τ 4ー です。8 ' .42 く終了>
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2. 結果の考察
(1) シー 卜学習の学習事態別所 要 時 間
シー ト学習における学習事援を，刺滋(s )・反応(R )・強化(Rf )およびフィ二ードバック (F)
の4つに区分し，それぞれの所要時間をシー ト別・群月IJに集計した結果は〔表2)のとおりである。











S R Rf F 計 通過家
γート
I 若手 E群 I 苦手 n群 I群 E群 I群 E群
Ai. 511 1.分46抄 15)}45fjJ 185}2日 1分57秒 4:)} 20秒 5分41砂 23分48秒25分44秒 66.7 % 742% 
A百512 1. 45 13 55 18 56 1 59 4 51 4 20 22 3日 27 日 46D 667 
ya 513 1. 45 12 23 16 36 2 14 1 34 3 27 17 56 24 日2 33.3 75.0 
Ao. 514 1. 5日 17 35 16 45 2 13 2 25 2 44 2~ 03 23 32 42D 69.1 
平 均 1. 47 14 54 17 39 2 06 3 18 3 35 22 03 25 日4 47.0 70.3 
J① 両群忙なける学習時間の差異








る。したがって ，Ya511から.Mi.513までのシー トでは ，フレーム1， 3 ， 5が新出問題で，フレー





ある。この 22分 39秒を， r群の問問題と比べ
ると 12分 3秒速く，また ，同群の新出問題と比
べると 14分 15秒速くなっている。さらに， I 
群における反応時聞を新出問題に対する練習問題
のパーセンテ ジで検討してみると， 6 1. 4 ~もと
〔表3J 学習内容量1)学習時間
群 瓦
R F R 
ア新出問題 36分54抄6分54紗 35分55秒
イ練習問題 22 39 6 16 34 42 
















ートにおける平均反応時間が， I群 14分 54秒，lI群 17分 39秒である。また，アィ ー ト・パy クの




間に対するRの比率が 69%であるのに対し， Fの比率が 9%弱になっ て凶る。反対に ，通過忍が飯高
を示すE若干の同シー トをみると ，Rの比率が同じ<6 9 ~もであるのに対し， Fの比率が 1 4 ~らになって
いる。また，全学習時間に対するFの比率をシ トー 別に (表-1J 学習時間におけるF時閣の割合
集計してみると表4のようになる。このように， 通過率
シー ト群別 I 
が低ければフィ ー ドパy クがじゅうぶんに行なわれてい
群 E 群
るとか，よ〈できたからフィードパックにあまり時聞を .M).511 18.2 % 14.3 % 
A': 512 21.6 1 6.1 
かけないで通過したというような学習行動はみられず，
.M).513 1 8.7 14.4 
正誤の反応に関係なく学習が進行しているという点が推
Afo: 5 14 1 0.1 1 1.6 
察されるのである。
こうした傾向は，この実験と同時に行なったる年の資料らも閉じことがいえる。








いま ，表 1.表 5の'p・均における=X1 0 0を計算してみると，
R 












6490~ 8.2 ~ら 61.1 % 
542 10.2 92β 
65.8 11.8 76A 
5a4 16.4 733 
61.4 11.9 758 

















(2) ゲjしー ブペー スにおける学習時間
表 6は ，1群における C 2 児の待ち時間をステージ別に示したものであと~. この場合 ， C 2児の反応
がひとつでも誤っていたのでは，待ち時間を分析しても意味をなさないので， 正答反応のステージに唄
定して考察することが妥当である。 また， C 2児を対象としたのは ，知能および算数学力偏差値が同鮮
の仰の 2人に比べて中位にあるからである。
C 2 児の反応が正~で，しかも I 群のグループペースよりも速い時間で反応したステージ数は，表 6
を見れば明らかなように ，シートJVo:5 11から必 5 1 4までの 4枚のシートの中に 22のステージを数
えることができる。そして，とれは総ステージ数(5 3 )の約 4害1を占めている。待ち時間の実態をみ
ると，短かいものでJla:5 1 4の(2)ステージの Z秒から ，長いものになると同シ トーの(12)ステージのよう
に 1分 45秒にもなって凶る。待ち時間の総量十は 13分 29秒で，とれはシート学習における I詳の総
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反応時間(5 8分 48秒)の約23%を占め，また，C2'児正答反応のステージにbける I群反応時間
( 2 3分 4秒)の約59%1'(逮している。
〔表6) 通過怒100%のステージにおけるC2俺の待ち時間
-ン Jto:511 .Ail512 
ス アー i/ (2) (3) (6) (7) (8) (9) (10 (1~ (J~ (4) (5) (8) 
C2児反応時間 15" 25" 9" 2ぴf 4" l' 30" 6" l' 00" 1ぴJ 25" 40" 5" 
I併 反応時間 25" ." 20" 20" ."日日" 15"2'40ノ/ 20" l' 40" 45" 1'10λ! 2'20" 31" 
C2児待ち時間 10" 55" 11" 40" 11" l' 1日" 141' 40" 35" 45" l' 40" 26" 
.1o 5 1 3 A.i 5 1 4 
~r 
(1) O~ ωI (31 (4) (5) (21 i31 (5) O~ 
7" 2γ l' 07" 4<1' 1ぴf 23" 8" ~5" 18" 20" 9' 35" 
2ぴ" l' 07" 1'28" 1'28" l' 06" l' 00" 10" l' 00" 34" 2'05" 23' 04"① 







この結果からいえることは.C 2 J厄が正しく反応した場合のステージにかいては ，自分の反応時間よ
りも待ち時間のほうが多凶ことである。いいかえれば，C 2児が自力で真.剣に考え ，判断し，反応する
時間よりも，休んで凶たり ，CJやCgに助力を与えてlハる1寺問が長 <， C 2自身の学習の成立には無
関係な行動が多いといえる。そして，とのように待ち時間が多いのはC2児だけでな <，反対にC2児
ができずに反応しないでいるために ，C 1児やCs児が待っているという事態も身えられ手。とぐにス
イyチリーダーであるCJ児は ，，~人中成績がもっともすぐれているために当然， C 2児よりも待ち時







ベースの学習効果を比較するのではな <， 3人が 1組になって学習を進めるグループベースでは，学習
時間が長〈なる傾向があるととを ，成績中位児o.待ち時間の結果から推察したかったのである。
(3) 望ましくない学習行動の実態-
表 7の 1から4までは ，実験授業で行なった 4~女のシートにつ凶て，小間iこbげる児童ひとりひとり





〔表7φ1J シートNO.511の学習行動 (Cl~CG :児童.F.フィードパy ク〕
ノ ス問 I E半 E 群
レ ア F 反 応 F' 反 応
ム v 題 C 1 C2 C3 分 秒 分 秒 C4 CG C6 分 秒|分 秒
(1)⑦ 。ム × 1. 20 4 。〉く × 1. 30 I 20 
(2) ① 。。× 。。。
25 1 0 1. 40 20 
@ 。。× 。。。
(3) @ 。。ム 1. 2日 2日 。。。1. 1日 1 0 
立 (4) (1) 。〉く × 〉く 。× 
<zi 。。× 2. 30 40 〉く 。× 1. 4日 45 
@ 。× × 。。。
ー，
s (5) ム ム 6. 10 6. ム ム 28 
(6) ⑦ 。。。 20 。。。 25 
(7) ED 。。。 。。。
1. 00 5 55 5 
@ 。。。 。。× 
(8) @ 。。。 15 10 。。。 1 3 8 I 
4 (9)ω 。。コぇ 。。。
(奇 。。〉く‘ 2. 4 0 2. 1 0 。。× 2. 36 28 
~) 。。6. 。× 。
5 (lOJ A ム A 1 5 ム 6. ム 36 
OD ⑦ 。。× 20 。。。 一
(1?J ED 。。。 。× 。
@ 。。。1. 4日 5 。〉く 。2. 05 1. 10 
@ 。。。 。× 。
(131 0 。。× 45 。。〉く 44 
.一一
も (14) Q) × × X × 。〉く
2) 。。× 2. 45 36 。。× 3. 49 1 7 
Q) ム ム 〉く 10 。× 
~ 計 4目 20 18. 20 五 41
(注) 0:正答 x:誤答 6.:無反応 ー :無アィーや~ク
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〔表7の2J シートNO.51 2の学習行動 ( C 1 ~C 6 :児童， F:フィ ー ドパy ク)
;夢 ス問 I 群 E 群
l/ ア 反 応 F 反 応 F 
ム i/ 題 C1 C2 Cs 分 秒、 分 秒 C. C~ 秒 分 秒
1 (1) ム ム ム 1 5 ど〉 ム ム 41 
121 ム ム ム 35 ム ム ム 五?
(3) ⑦ 。〉く X 55 。× 〉く 1. 23 
(4) ⑦ × 。X × 。× 
1. 1日 5 1. 27 49 
@ × 。× 〉く 。〉く
(5) @ × 。X 2. 20 26 〉く × × 1. 1 2 1. 03 
2 (6) ① 。。× 。。× 
¥2) 。。X 2. 25 日 。。X 2. 51 44 
@ × 〉く × × × × 
(7) ム 6， 6， 22 ム ~ ム 55 
(8) ⑦ 。。。 3 1 。。。 35 
(9) fi 。。〉え 。。。
@ × × 〉に 1. OQ 1 0 。。。1. 07 22 
@ 。× o 。。。
4 I仰 ω 。。〉え 。。× 
① 。x、 〉く 1. 05 45 。。。4. 38 39 
@ 〉く ム ム X × × 
5 (1) ム ム ム 22 ム ム ム 1 7 
(12)⑦ 。。〉く 20 。。。 16 一
(ゅの 。。〉く 。。。
@ 。。× 1. 07 2. 32 。。。 30 1 8 
@ 。。X 。。。
ι (14) (1) × 。〉く 。。。
団 × 。〉く 1. 28 53 。。× 2. 25 25 
③ × 。× × 。× 
~ 計 13. 55 4. 5 1 18. 56 4. 2日
(注) 0:正答 x:誤答 ム:無反応、 -.無フィードパック
- 19-
〔表Tの 3) シートNo.513の学習行動(C 1 -c 6 :児童， F:フィー ドパッ ク)
フ ス 間 I 群 E 群
lノ )了
反 応 F 反 応 F 
ム i/題 c} c2 c3 分 秒 分 秒 C盛 c6 c6 分 手少 分 秒、
1 (1) X ム × 38 一 。。× 1. 52 一
(2) ⑦ 。。。 。。。
48 1 4 55 1 1 
@ × × 〉え 。。。
2 (3) ① × 。× 。。〉に
1. 28 14 2. 1 4 1 1 
的 X 。× 。。〉く
:ョ (4 )⑦ 。。。T目 14. 。。。 1 4 
(5) (1) 。。x 10 。。
@ 。。× 1. 00 5 。。。 29 1 1 
@ 。。〉く 。。。
(6) @ 〉く 〉く 〉く 40 5 。。。 1日 35 
4 (7) ① 〉く 。× 。〉く 。
1. 24 5 2目 19 3D 
(お 〉え 〉く 〉え × 〉く × 
5 (8) ⑦ X × × 48 1 2 。。。 27 5 
(9) (1) 。。〉く 。。
4日 50 
@ 。。〉丈 。〉く
(10) ム ム ム D ム ム ム 1 0 一
(11) @ 〉く 。x、 。。。
@ 〉く X × 1. 05 29 。。〉く 2. 31 1 6 
@ × 〉く x 。。× 
6 U21 ① X 〉え 〉く り × 〉え 〉く 1. 00 
2. 38 4. 25 
(2) X 〉く 〉く 1日 × 。〉く 5日
βn 入 苦ト 1 2. 23 1. 34 3. 27 
」由ー ー田』ーー 一ー
(注) 0:正答 x:誤答 ム:無反応 一:;線フィ ー やとY ク
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〔表7の4) シートN'l.514の学習行動 (C l~CO : 児童， F: フィードパァク)
フ ス間 I tl平 E 群
ν プT 反 応 F 反 応 F 
ム ジ題 C 1 C2 C 3 ，分 秒 分 秒 C. C5 C6 分 秒 分 秒
ム ム ム 自 ム ム A 5 
(21 ⑦ 。。。 1 0 5 。。。 10 ι 
(31 ED 。。。 。。。
@ 。。。1. 日日 1 9 。。。 :; 0 1 1 
@ 。。。 。。。
@ 。。。 。。。
(4) @ 〉に X × 1. 08 。。× 〉く 17 ? 
(5) @ 。。。 34 10 。。 45 
(6) o 。。× 。。。
@ 。。× 1， 2日 40 。。。1. 1 1 10 
@ 。。〉く 。仁) 。
@ 〉に × 〉え 。。。
(7) @ 。。。 。。。
@ X 。〉く 。。。
2. 30 22 2. 1 3 1 0 
@ 。〉く × 。× 。
@ 〉仁 く〉 × X 。× 
2 (8)ω 〉ι 〉く 〉く ? × × × 22 
五 J6 五 24
@ 〉く × × f × 。X 1 4 
5 (9) ⑦ × × 〉く 1. 00 5 。X × 24 5 
(1ω@ × × X × 。× 
@ × 。× 2. 25 4 。。。 45 22 
@ × × × 。。〉く
UI) @ × × 〉く 。。〉く
@ 〉く 。〉え 54 D × 。x 2. 25 39 
@ × × 〉く Pく × X 
(I~ 。。。2. 05 7 。。。 1 7 5 
4 (13)① × X 〉く 。。× 
1. 15 2 8 4. 2 1 1 3 
合〉 × X × X x × 
AEコ、 計 1 7. :; 5 2. 25 ' 1 6. 45 2. 44 











I 群では ，Al511ω，.1:正51 2 (1{絢岨，1(0. 5 1 3 (3)(1)の5ステージがこれに該当し， I群ではとれに
属するステージがなν、
'WiI 1詳のJ伝5 1 2 (ゅのステージ
lヤミ-t=日 ωトト三 @3一台=日 -ーJ
学習 録 音 内 容 C1 C2 Cs 時 苛
く S> 4のわ〈の計算をして答えを書きなさν、v 5秒
くR> (.!) 1 1 1 1 520 20 20 
(2) 4 ι 6 1分 日5秒
212121 
ω 4 1 1 
くRf>
1 1 4 2，3 
答えはl原に玄O'す1'88です。V 1 1秒
くF> 4 5秒
この問題は異分母のひき算に関する練習問題である。 3小聞について ，3人の児童の反応をみると ，
C 1は①ゆ 一 正答， ~ì ー誤答 ， C 2はωプ?正答 ，l2)一誤答，0)ー熊谷， c sは(1)(2)ー 誤谷 ，





商からも検討してみる必認がある。なぜなら， Aの戸ターンに属する 5つのステージを調べてみると ，





-..3 1 Ii あろう。また，練習問題の疑7J'はτ一τ=とゴというように，それ自体ひとつの学習のまとまりとし
て焼成されてhる。したがって，解答に至るまでの学習過程は多〈のステ yプを通過することになるの
で，個別学腎的な型態をとるシート学習にないて佐 ，こう した問題では ，グループ内集団思考を活発に
させることが，指導上の重要なポイントであろう。
②誤答反応が多< ，フィードパック時聞が速いステージ
ととに属するステージは，!i洋ではA).511(1)，;10:5 1 2(6)，JVo:5 1 3(6)，A).5 1 4(4) (8)(9) (IC>の
7ステージ，耳若年iではAb_5 1 4 (13)の 1ステージで，計8ステージをあげることができる。






学習 録 玄目>: 内 n廿、.




<Rf> 12..，9 ...24 イは τ6'ウは吉6'エは吉Eです。v
くF>
C1 C2 C3 時間
8抄
32 27 3 
36 36 36 
291 
36 36 36 
1 12 2 
36 36 36 
B!'J 
1 0替のステージは， 第 5フレーム中の問題む@@である。これらの問題に先行する⑦で，共通する
分母の数が 36であるとと在学習し ，しかも， rーでは， 3 6を分母にした分数を・・……'Jと凶うように
1 0;番ステージの刺激(s )でも， <り返し共通する分母を強化しているのであるから，このステージ
に反応するととはそれほどむずかし凶問題ではなlI>Oしかし，反応結果をみると.C 2児が@を正答し
ただけで， その fl~の問題は全員がま ちがって'.'">る。
問題の容易さ (もっとも，かっとや荷分数があるので心理的にはめんどうな問題に見えるが〕から判








崎hたばかりの正答誌 ，5，誌を書き込むだけでも 4秒以上の時間がかかるのに，ーこ うした
ー速の活動は，計男:の技能を高める うえには， 無意映な活動であるが 一 自分の答えが，どうしてまち
がったのか ，どこにつまずいたのかというととを注窓深〈倹討してい〈 ならば，この 4秒では明らかに
短かすぎる。
こうしたことは，上にあげた残りの 7ステージにつ凶ても同様である。ちなみに，これらのステージ
の正答率とフィードパ7ク時間をあげてみると，正答怒はいずれも 50 %以下で ，フィードパッ クにお、
ける所要時苛は0秒から 15秒までというよ今に極端に少なぐなってMる。
また，両群のレベルで，このパターンに属するステージ数を比較すると，先に明記したように 7対 1
で，成績の劣る I群が圧倒的に多い。それだけ I群に会ける学習の定義は不じゅうぶんであり， 誤答反
応に対して積極的に修正しよ うとする心がまえが不足しているように思われる。
③ 誤答反応が多<: .反応時聞がよび アイー ドパック時間とも に速いステージ
このパターンに属するステージは， 1群ではAd.5 1 3 (7) UZl ， Aa.5 1 4 (11) (13)の 4ステージ，r併
ではAii.5 1 2 (5)の1ステージで計5ステージである。 このパターンは上の ω (2) 型!を合わせたもの
で，ツート学習に診ける学霊行動としては，最も望ましくないタイプと凶えよう。
例 I群の必 51 3 (12)のステージ
巳三 73-4=口 6会一1元=口
学習 録 音 内 容 C) C2 C3 時 問
くS> では， 5のわ〈を見ななし，そのしかたになら凶 ，6の
わ〈の計算を別の紙にして，答えを脅さなさv'¥，VV 8抄
くR> ω 1 1 _1 0 . 6 41'""5 31 5 4 1-5 
(2) 5-28-1441--D25一28一2 
く:Rf> f呑の答えは5吉 'これは 51105を約分したものですoV 10;秒
くF、〉 4秒
く:Rf> 2番の答えは帯分数 44521です。 く終了> 7砂
くF> 6秒
この問題は ，異分母帯分数のひき算の計算問題である。小間〈び2)とも， 3人そろって誤答している。
ただ， C 2児の(1)は5誌と齢，と同約分することを忘れただけで ，計算の錦は正しと考えてよ
レ、。
反応時聞は2分 38秒、で ，r苦手の 4分 25秒に比紋するとかなり速い。 また ，全部の児童が誤答した
- 24ー






















応持問がなそすぎると思われるステージー I詳のyo.5 1 4 (3) (l2! ， n群の必 51 1 (2lー や，正答採
が高い割合に，フィ ー ドパックに多〈の時聞をかけているλ テージ -ー 1群のA1i.5 1 203)， n若手のYo.5








はる 7~もであるととらえる。そしてスキナープログラム型では，通過æ9 0 %以上を要求しているとこ































主義 R F 
000 
o 0 G 
o ~ 0 
o Gl翁
⑬ o 0 
⑩ o ~ 
~ ~ 0 
毒事 ~ ~ 
o 0 .a. 
0 ⑨ A 
勢 o A 
@⑧ A 
A 0 A 
A ⑧ A 
通過率守 口%以上で， n.Fともに速い
通過率守口私以上で ，R速く .F会そい
通過率90 ~も以卜で .Rシそ< . F速い
通過率?口%以上で ，R. Fともにシそい
通過率89場以下で， R. Fともに速凶









(注) 率:通過滞 R :反応 F : 7イー ドパック
。 :他群よりも時間が速い e:他群よりも時聞がおそい























の差主主をある程度とらえることができると思れな台， i.I:;J、降のノミター ンはシー トプ E グラム出休に問
題があるので，次項で考祭することにする。
(4) シー トプログラ ムの問題


















7. シー ト必 511の(5l
次iこ， 3のわ〈の 1行自の計算のしかたそ考えましょう。最初にどうします九vv
イ.シート必 512の(1)
4 _ ， 
分母のちがう分数のひき算のしかたを勉強しましょう。 τからτ百をひ〈にはどうしたらよ
いでしょう治、 1のわぐの図について考えましょう。まず，図 1.図2と( )の甲に奮加で
あるととを見なさvy，Vv 
ウ.シ トーAo.5 1 2の(2l
































ア. シー トノ鉱 51 1の(;1
7 ~お
オは帯分数 1古ですの では， 6のわ〈を計算して答えそ書きましょう。v
イ. -ノート.Mi.512の(3)


























すなわち， 1機材に対して 3人が 1組になって相互に協力しながら進める学習クソレープを 2群設定し











{イ) フィ ードパy クにお・げる所連時聞が ，反応になける所要時間に比較してきわめて短か凶。
















あ と カE き
この研究では，通過;，gと学~時間のレベルから ， ジー ト学習の問題点に迫ろうと したのである。 しか
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